


シンポジウムに先立ち、専門家の説明を聞きながら八幡東区の住居斜面
地のエリアを巡ります。ナビゲーター／岩下陽市氏、神力潔司氏
定員 : 20名程度（先着順）参加者には、お弁当と飲料水が配られます。

講師／岩下陽市氏（元 九州職業能力開発大学校教授）
◎ 13:40～ 14:10

講師／神力潔司氏（（学）九州国際大学法人事務局 局次長）

北九州の表情を撮り続ける写真家 坂本マスオ氏による
「坂と階段」を中心にした写真展です。
◎観覧無料

シンポジウム終了後、フロアにてKDA会員による
デザインの相談受付を行います。
◎16:30～17:00

◎ 14:15～ 14:45

●シンポジスト
神力潔司氏（（学）九州国際大学法人事務局 局次長）
木村洋子氏（アトリエ PAO一級建築士事務所代表）
貞包健一氏（㈲三ケ森タクシー代表取締役社長）
坂本マスオ氏（北九州総合デザイナー協会理事長）
●コーディネーター
岩下陽市氏（元 九州職業能力開発大学校教授）

プログラム

同時開催イベント

13:30～ 14:45（13:00 受付）
基調講演

1「どう変わるか？ 高齢者社会と都市デザイン」

2「いかに生きるか？ 高齢社会と生活デザイン」
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14:45～ 16:30
シンポジウム

＜坂と階段のあるまち写真展＞ ＋  デザイン相談受付  ＋

テーマ「北九州高齢社会の都市と生活のデザイン」
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10:00～ 11:30（9:30 KIGS集合／12:00 KIGS着）
斜面地を歩いてみよう

「まずは高台斜面地の生活環境を知ることから」
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